
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
。

　
一
つ
目
は
、
食
品
の
原
材
料
の

多
く
は
自
然
由
来
で
あ
る
た
め
安

定
し
た
量
の
確
保
が
難
し
く
、
品

質
に
バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ
や
す
い
点

だ
。
そ
の
中
で
製
造
に
適
し
た
原

材
料
を
調
達
し
、
均
一
な
品
質
に

仕
上
げ
る
と
こ
ろ
に
食
品
加
工
業

の
一
番
の
難
し
さ
が
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
原
材
料
の
品
質

と
調
達
を
い
か
に
適
切
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
か
が
、
企
業
の
競

争
力
と
事
業
継
続
を
左
右
す
る
重

要
な
要
因
と
な
る
。

　
二
つ
目
は
、
食
品
加
工
業
の
製

造
原
価
に
占
め
る
原
材
料
費
の
割

合
が
40
％
〜
60
％
で
、
他
の
製
造

業
と
比
べ
て
も
高
い
点
だ
。
そ
の

た
め
、
原
材
料
を
い
か
に
適
切
な

価
格
で
調
達
で
き
る
か
が
、
企
業

の
収
益
性
を
大
き
く
左
右
す
る
。

継
、
安
定
生
産
と
品
質
を
支
え
る

設
備
が
そ
ろ
っ
て
実
現
す
る
。

　
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
は
、
製
造
技
術

だ
け
で
な
く
、
商
品
が
棚
か
ら
消

え
な
い
よ
う
販
売
で
も
適
正
な
価

格
や
安
定
供
給
の
維
持
に
努
め
、

卸
・
小
売
業
者
と
良
好
な
関
係
を

保
つ
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
精
度
の
高
い
生
産
計
画
と
在

庫
管
理
に
よ
る
欠
品
や
納
期
遅
延

の
防
止
、
ク
レ
ー
ム
が
発
生
し
た

際
の
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。原

材
料
調
達
力
が

中
核
的
な
強
み

　
以
上
が
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
を
支
え

る
要
素
で
あ
る
。
ど
れ
も
継
続
力

を
支
え
る
強
み
に
違
い
な
い
が
、

中
で
も
「
原
材
料
調
達
力
」
は
中

核
的
な
強
み
と
い
え
る
。
理
由
は

業
の
将
来
性
は
、
中
核
と

な
る
強
み
を
特
定
し
、
そ

の
強
み
が
持
続
す
る
条
件
を
分
析

す
る
こ
と
で
判
断
す
る
。
食
品
は

日
常
的
に
消
費
さ
れ
、
嗜し

好こ
う

性
も

強
い
商
品
で
あ
る
た
め
、
比
較
的

商
品
寿
命
が
短
い
。
そ
の
中
に
あ

っ
て
も
、
何
年
も
小
売
店
の
棚
に

並
ぶ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
が
存
在

す
る
。
長
寿
を
保
つ
背
景
に
は
、

強
み
が
持
続
す
る
条
件
が
存
在
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
食
品
加
工
業
の
製
造
技
術
で
重

要
な
こ
と
は
「
い
つ
食
べ
て
も
同

じ
味
」
の
再
現
、
品
質
の
均
一
化

で
あ
る
。
特
に
同
じ
味
を
作
り
続

け
る
こ
と
は
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商

品
に
不
可
欠
な
技
術
で
あ
る
。

　
味
の
再
現
技
術
は
安
定
し
た
原

材
料
調
達
力
、
レ
シ
ピ
や
製
造
ノ

ウ
ハ
ウ
と
い
っ
た
知
的
財
産
の
承

企企

取引先の強みや将来性は
こう判断しよう

▲

３大業種で解説！

　主要な融資対象業種を三つ挙げ、事業性融資につ
なげる強みや将来性の判断ポイントを解説する。八木 利樹 Ｙ’ｓ経営サポート代表

中小企業診断士

原
材
料
調
達
力
が
持
続
す
る

仕
組
み
を
分
析
し
判
断

業種業種 １
食品加工業
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と
、
世
界
各
地
か
ら
調
達
し
た
豆

を
使
用
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
特

性
の
豆
が
ど
れ
だ
け
必
要
か
な
ど

を
製
造
部
門
か
ら
購
買
部
門
に
伝

え
る
「
情
報
伝
達
力
」
が
適
切
な

質
・
量
の
確
保
に
つ
な
が
る
。

　
以
上
か
ら
、
原
材
料
調
達
力
と

は
単
な
る
仕
入
能
力
で
は
な
く
、

品
質
維
持
、
安
定
供
給
、
収
益
性

を
支
え
、
企
業
の
将
来
に
わ
た
る

事
業
継
続
を
可
能
に
す
る
重
要
な

経
営
資
産
と
い
え
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
食
品
加
工
業
の

将
来
性
は
商
品
や
ブ
ラ
ン
ド
の
評

価
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
の

原
材
料
調
達
力
が
持
続
す
る
仕
組

み
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
よ
り
的

確
に
判
断
で
き
る
。

的
に
調
達
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維

持
・
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は
、
原

材
料
調
達
力
を
持
続
さ
せ
る
最
も

重
要
な
条
件
で
あ
る
。

②
生
産
者
・
産
地
と
良
好
な
関
係

を
築
く
こ
と

　
良
質
な
原
材
料
供
給
元
で
あ
る

生
産
者
・
産
地
と
の
関
係
は
、
競

争
力
を
維
持
す
る
条
件
で
も
あ

る
。
生
産
者
へ
の
技
術
支
援
な
ど

生
産
段
階
か
ら
関
わ
る
こ
と
や
長

期
契
約
に
よ
り
、
生
産
者
が
良
質

な
原
材
料
の
生
産
に
集
中
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
も
、
良
好
な
関

係
構
築
に
有
効
で
あ
る
。

③
原
材
料
調
達
ノ
ウ
ハ
ウ
が
企
業

内
に
蓄
積
・
共
有
さ
れ
る
こ
と

　
原
材
料
調
達
力
は
産
地
情
報
収

集
力
、
相
場
感
覚
、
品
質
評
価

（
目
利
き
）
な
ど
、
多
く
が
企
業

担
当
者
の
経
験
値
に
支
え
ら
れ
て

い
る
。
特
定
の
企
業
担
当
者
に
依

存
し
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル

が
異
動
や
退
職
に
よ
っ
て
失
わ
れ

な
い
よ
う
、
組
織
と
し
て
承
継
す

る
仕
組
み
が
原
材
料
調
達
力
持
続

の
た
め
の
条
件
に
な
る
。

品
質
の
均
一
化
に
は

部
門
間
連
携
が
不
可
欠

④
購
買
部
門
と
製
造
部
門
の
連
携

強
化
に
努
め
る
こ
と

　
バ
ラ
ツ
キ
の
あ
る
原
材
料
で
均

一
の
品
質
を
保
ち
製
造
し
続
け
る

に
は
、
調
達
部
門
だ
け
で
な
く
製

造
部
門
と
情
報
連
携
を
密
に
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
、
コ
ー
ヒ
ー
の
味
の
均
一
化
を

図
る
ブ
レ
ン
ド
技
術
で
考
え
る

　
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
中
核
的

な
強
み
で
あ
る
原
材
料
調
達
力
が

持
続
す
る
条
件
を
、
以
下
の
よ
う

に
考
察
す
る
（
図
表
１
）。

①
複
数
の
調
達
ル
ー
ト
を
持
つ
こ

と　
調
達
先
を
一
つ
の
産
地
に
依
存

し
て
い
る
と
、
災
害
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
に
供
給
が
途
絶
え
て
し

ま
う
。
さ
ら
に
、
調
達
先
そ
の
も

の
を
失
い
、
生
産
が
継
続
で
き
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　
大
き
な
リ
ス
ク
に
対
し
、
継
続

図表１　原材料調達力を持続するための条件
▼複数の調達ルートの維持・拡大

◦継続的に調達先を開拓している
◦�主要原材料を特定の仕入先に依存（丸投げ）してい
ない
◦�商社以外にも生産者など多様なチャネルを持っている

▼産地の分散

◦主要原材料の産地を１地域に集中させていない
◦収穫時期の異なる産地を国内外に持っている

▼調達先との関係構築

◦長期固定契約で生産者に安心感を提供している
◦技術提供など生産者支援を行っている
◦�購買部門が産地・生産者のネットワークを持ってい
る
◦契約栽培をしている

▼組織

◦市場や産地の情報収集能力、分析能力が高い
◦�購買部門と製造部門の間で緊密な情報連携ができて
いる
◦�調達に係るノウハウ等を共有・承継する仕組みが機
能している

（出所）筆者作成

▲

�味の再現や品質の均
一化がロングセラー
商品に不可欠な技術

▲

�原材料調達力の持続
性を四つの条件から
分析し判断
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